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日本文教出版　2020年度版「小学算数」

教科書検討の観点から見た内容の特色

１　教育基本法との関連
	観点
	特色
	具体例

	第１号

幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健やかな身体を養うこと。
	①算数の学習の進め方を示し，真理を求める学習態度を育てられるようにしています。

②他教科と関連深い題材を取り上げ，幅広い知識が身につくようにしています。
	●問題解決的な学習の展開例を示した《さあ，算数の学習を始めよう！》，ノートの書き方を示した《算数ノートをつくろう》を設け，算数の学習の進め方をわかりやすく示しました。＠１下２，16-17／２上２-５／３上２-５／４上２-５／５上２-５／６年２-５

●入学直後は小学校での生活場面を取り上げるなど生活科を中心とした題材，中・高学年では，人口・気象・調理など，主に社会・理科・家庭科と関連のある題材を取り上げました。＠１上42，52／２上10-11／３上40-43／４上40-42／５上93-94／６年120 ほか

	第２号

個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。
	③一人ひとりの児童の学習状況に幅広く柔軟に対応できるような題材を集め，児童の主体性を重視し，自主及び自律の精神

が養えるようにしています。

④学習したことを身の回りで活用する活動を取り上げ，算数と生活との関連が実感できるようにしています。
	●２年以降の巻末に設けた《算数マイトライ》は，本編を学習した後，子どもの実態に応じた柔軟な取り扱いができるような問題を集めました。なお，巻末には解答例を設け，自己評価の機会を設けました。＠２上121以降／３上131以降／４上127以降／５上119以降／６年241以降　ほか
●単元で習得した知識・技能を用いて数学的活動に取り組む《ハロー！ 算数》（１～３年）や《Hello！ Math》（４～６年）を設けました。＠１下58／２上51／３上128／
　４下59／５上49／６年30-31　ほか

	第３号

正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと。
	⑤子どもの考えを表現する場面や算数で学習したことを利用する場面では，男女の平等に配慮した場面を提示し，公平な立場で他者と接するようにしています。
	●１年下巻以降に設けた《自分で みんなで》では，思考活動や表現活動を学習展開に沿って具体的に示し，問題解決の過程において，自分の考えを表現したり，他者と協働して取り組んだりする場面をていねいに例示しました。＠１下77-79／２上20-23／３下67-69／４下67-69／５上43-45／６年155-157　ほか

	第４号

生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと。
	⑥動植物に関する題材や，環境・防災教育につながる題材を通して，生命を尊ぶ精神や，環境保全・防災に寄与する態度が養えるようにしています。
	●単元等で取り上げる題材の選定にあたっては，幅広い分野のものをバランスよく採用し，それぞれの視点と算数を関連付けて紹介したり考えさせたりするようにしました。＠１下４-５／２上82／３上48-49／４下20,21／５下108-110／６年135　ほか

	第５号

伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。
	⑦先人たちが培ってきた算数に対する努力にも関心が持てるような話題を掲載し，我が国の伝統・文化に親しみ，それを大切にする気持ちがもてるようにしています。
⑧日本や諸外国の話題を掲載し，日本各地や世界の国々への関心を高め，国際社会に貢献できる態度が養えるようにしています。
	●《活用》や《なるほど算数》では，和食や和算など我が国の伝統・文化に親しみをもてるような算数に関わりのある題材を掲載し，子どもの関心が高まるようにしました。＠３上18，90／４上17／５下72，112／６年139，168,
194-195
●単元等で取り上げる題材の選定にあたっては，特定の地域だけではなく，日本各地や世界各国の話題を掲載するように配慮しました。＠４上10-11,88-89／５下104,152／６年30-31 ほか


２　新学習指導要領との関連

	観点
	特色
	具体例

	(1) 資質・能力の三つの柱に基づいて示された学習指導要領の目標に適合しているか。


	①基礎的・基本的な内容の意味理解に重点をおいた展開にするとともに，学習したことの定着度の向上を図る機会を適宜設け，今後の学習につながる力となるようにしています。


	●数の意味や表し方，計算の意味，量の単位と測定，図形の意味や性質などの新しい内容を抽象化，一般化する過程をていねいに扱うとともに，「数」「量」「図形」の感覚が豊かになるようにしました。＠全学年
●単元前には既習事項を確かめる《次の学習のために》，巻末には既習の学習内容を確認する《○○までに学習したこと》を設けました。＠全学年

	観点
	特色
	具体例

	①基礎的・基本的な概念や性質などを理解し，日常の事象を数理的に処理する技能が身に付くように配慮されているか。
	
	●基礎的・基本的な知識や技能は，適度な量の練習を本文で扱うとともに，巻末の《しっかりチェック》で繰り返し練習することによって，習熟・定着が図れるようにしました。＠全学年（《しっかりチェック》は２年以降）
●子どもがつまずきやすい内容が含まれる単元には，《わかっているかな？》を設け，子どもがわかっているつもりになりがちな内容を，ていねいに振り返ることができる構成にしました。＠２年以降

	②日常の事象を数理的に捉え，見通しを持ち筋道を立てて考察する力が育つように配慮されているか。


	②既習事項を活用して解決の見通しを立てたり，結果の見積もりを解決に生かしたりするなど，子どもの思考力が育つような展開にしています。


	●子どもの発言などを用いて，問題解決の方法の見通しを立てたり，結果の見積もりを行ったりしながら学習を進めていくようにしました。＠全学年
●２年以降の上巻頭に，問題解決的な学習の展開例を示した《さあ，算数の学習を始めよう！》を設け，子どもの主体的・対話的な算数の学習を促すようにしました。

●２年以降の上巻末に，問題解決的な学習過程と学習を進めていく際の着眼点をまとめた《学び方ガイド》を添付し，問題解決的な学習過程をより明瞭にする役割を果たすようにしました。

	③基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力が育つように配慮されているか。
	③既習の内容を捉え直し，数量や図形の性質などを関連付ける場面を設け，統合的・発展的に考えることができるように配慮しています。
	●複数の内容を関連付けて捉え直す場面として，《つなげる算数》を設けました。＠２下51／３下60／４下99／５上25，５下95／６年109
●既習の内容を適用して新しい知識を得ようとする場面では，「カギマーク」で関連を示唆しました。＠全学年

	④数学的な表現を用いて，事象を簡潔，明瞭，的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする力が育つように配慮されているか。


	④さまざまな表現様式を知った上で自分の考えを表現・説明できるようになるなど，子どもたちの数学的な表現力が育つような場面を工夫しています。
	●２年以降の上巻末に，自分の考えを表現したり，わかりやすく説明したりするための指針となる《算数で使いたいことば・考え方》を設け，各学年３～４事例を取り上げました。

●単元内の「直後の練習」に設けた《どうしてがいえるかな》では各単元の内容，また，４年以降の上・下巻本編末《活用》では複数の単元や領域を結び付けた内容を用いて，理由や方法などを説明させる記述式の問題を扱いました。＠２上72／４下130-131 ５上116-118 ほか

	⑤数学的活動の楽しさや，数学のよさに気付くように配慮されているか。


	⑤積極的に数学的活動を取り入れた学習を行うことを通して，活動の楽しさや数理的な考察・処理のよさが感得できるようにしています。


	●単元のあらゆる場面で，子どもたちが教室内外で取り組むことができる作業的・体験的な数学的活動を積極的に取り入れ，主体的に学習活動を行い，活動の楽しさを味わうことができるようにしました。＠全学年
●子どもの身近な生活場面から多くの問題を見つけ，数理的な処理のよさを感じられるようにするとともに，算数を実際の生活場面と結びつけていく数学的活動を随所に取り入れ，算数が生活の中で身近なものとして感じられるようにしました。＠全学年

	⑥学習を振り返って，よりよく問題解決しようとする態度が育つように配慮されているか。


	⑥子どもたちの学習活動を想定し，算数科の学習のしかたが身につくように，教科書の展開を工夫しています。
	●２年以上の上巻頭に《さあ，算数の学習を始めよう！》《算数ノートをつくろう》，下巻頭に《つなげよう 学びとノート》を設け，算数の学習の進め方をわかりやすく解説しました。
●巻末には，話し合いや振り返りの観点を明示した《学び方ガイド》を添付し，算数の学習の進め方を常に確認できるようにしました。＠２年以降

	⑦算数で学んだことを，生活や学習に活用しようとする態度が育つように配慮されているか。


	⑦身近な生活場面を題材にしたり，学習した内容を生活や学習に活用したりするような教室内外における数学的活動を通して，学習したことを実生活や新しい学習内容の問題解決に活かせるようにしています。


	●「わかる」「できる」だけでなく，習得した知識や技能を用いて数学的活動に取り組む「活かす」を重視し，単元後半に《ハロー！ 算数》《Hello！ Math》のタイトルを付けて取り上げました。＠全学年
●４年以降の上・下巻本編末《活用》では，算数科固有，他教科等の学習，日常生活といったさまざまな状況を考慮した総合的な問題を用意しました。
●２年以降の下巻本編末《算数アドベンチャー》では，算数への興味・関心を高めたり，数学的なおもしろさを実感できたりするような題材を用意しました。

	観点
	特色
	具体例

	(2) 数学的活動が重視された学習展開で，子どもたちが主体的・対話的で深い学びを実現できるように配慮されているか。


	(2)問題解決の方法を考え表現するような活動，知識・技能を実際の場面で活用するような活動など，数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して行う学習活動を積極的に取り入れています。
	●《自分でみんなで》では，数学的に表現し伝え合う活動を取り上げ，見通し・見積もりや子どもの考えを，学習展開に沿って提示しました。また側柱を利用して，発表の仕方や話し合いの観点を具体的に示して問題解決的な学習を充実させ，思考力・判断力・表現力等がいっそう育つように工夫しました。＠１下9-11／２下47-49／３上75-77/４上45-47／５下89-91／６年127-129　ほか
●《ハロー！ 算数》《Hello！ Math》で取り上げている知識や技能を実際の場面で活用する活動は，本文と活動の内容を踏まえ，より活動の効果が高まるような位置に配しました。さらに，活動を行うにあたって手順や準備物などを示したり，多くの活動の成果（作品）を提示したりしました。＠１上88／２下14／３下43／４上122／５下70／６年138-139　ほか

	(3) 学習活動の基盤となる言語に関する関心や理解を深め，言語に関する能力が育つように配慮されているか。
	(3) 算数科における言語活動の充実を図り，数学的な思考力・表現力を育むため，問題解決的な学習を推進するとともに，ノート指導や数学的な表現の相互関連を整理する内容についてもていねいに取り上げています。
	●問題解決的な学習過程を具体的に示す場面を充実させました。各学年に設けた《自分でみんなで》では，４段階に整理した問題解決的な学習の手順と具体的な着眼点とともに，めあてやまとめも示しました。さらに，学習活動を板書例として見ることもでき，授業づくりの参考となるように紙面構成を工夫しました。

●結果や方法の見通しを立てたり，考えたことを話し合ったりするための着眼点を「カギマーク」や子どもの吹き出しで示しました。＠２上20-23／４下48-51 ほか

●１年下巻，２年以降の上巻頭には，《算数ノートをつくろう》を設け，結果だけでなく，考えた過程を言葉，数，式，図などを使って説明できるように，ノートの書き方の事例を掲載しました。＠１下16-17／２上4-5 ほか
●《よみとろう あらわそう》は，言葉，数，式，図など数学的な表現の相互関連を整理するような内容や，テープ図や数直線図のよみ方，かき方についても系統的に整理して扱いました。＠２上144,145／５上142,143 ほか

	(4) 必要なデータを収集して分析する能力の育成が求められている統計的な内容等の充実について配慮されているか。
	(4) データの活用領域では，子どもに身近な素材から，表やグラフの必要性を感じられるようにしています。また，表やグラフを使って，身の回りの事象を考察する方法や活動をていねいに扱っています。
	●低学年では，生活科をはじめとする他教科で扱う内容と関連付けて，表やグラフを扱うようにしました。＠１上71／２上10-12／３上64-66　ほか
●《ハロー！ 算数》《Hello！ Math》では，身の回りのデータを集め，表やグラフを使って表し，考察する活動を取り上げました。＠２上12／３上78-79／４上55-57
●新学習指導要領で取り上げられた統計的な問題解決の方法については，子どもの関心が高まるように，高学年で段階を追ってていねいに扱いました。＠５下108-110／６年184-192

	(5) カリキュラム・マネジメントの確立のために，他教科及び総合的な学習の時間などへの関連について配慮されているか，


	(5)取り扱う素材や場面は，他教科や総合的な学習の時間と関連の深いものを教科横断的に取り上げています。
	●本文では，学校での生活場面・気温の変化・作物の取れ高・ドレッシング作り・アルファベットなど，生活科・理科・社会科・家庭科・外国語といった教科と関連の深い題材を取り上げました。＠１上32-33,42,54／２上10-12／４上40-42／５下101-102／６年19,120　ほか
●２年以上の各巻の最終ページには《さく引》を設け，国語科の辞書を使った学習との関連が図れるようにしました。＠２上148／３上156／４下164／５下164／６年280 ほか
●防災的な視点と算数を関連付けて紹介したり考えさせたりする内容や，防災的な視点から表やグラフを作成する題材を取り上げました。＠３上88／５下108-110／６年135,153
●伝統文化，国際理解，環境教育，福祉など，ESDやSDGsに関連のある題材や話題を取り上げ，総合的な学習への参考となるように配慮しました。＠２上82／３上48-49，90／４上10-11／５下23-24，72,112／６年88-90，182-183,194-195 ほか

	観点
	特色
	具体例

	
	
	●オリンピック・パラリンピックに関連のある題材や話題を取り上げました。＠３上64-66（好きなスポーツ調べ），88（スポーツの世界記録）／４上10-11（世界の国の人口）／６年196-197（400ｍリレー）

	(6)道徳教育との関連について配慮されているか。
	(6)算数科の特質に応じて道徳教育との関連を図り，適切に指導できるように配慮しています。
	●問題解決の場面では，自らの意見を発表し，他者の多様な考え方を尊重し，話し合いを通してよりよい考えを作り上げていく展開を重視して，道徳心を培うことに配慮しました。＠３上20-23／５上30-33 ほか
●きまりを守って生活することや，美しいものに感動する心を育てることなど，情操を豊かにすることに配慮した内容を扱いました。＠２上60／４上121 ほか

	(7) 保育園・幼稚園や中学との連携について配慮されているか。


	(7) １年では，保育園や幼稚園での経験をもとに問題場面を設定しています。また，高学年では，中学校数学科との題材の関連についても十分に配慮しています。
	●１年巻頭《さんすうのはじまり》では，アルバムの写真をもとに，保育園や幼稚園での経験と算数との関連を見つけて対話をするような場面を設けました。＠１上口絵1-5
●６年後半に《もうすぐ中学生》を設け，小学校での学習をふまえ，中学校で学習する内容について紹介しました。＠６年233-240

	(8)人権尊重やユニバーサルデザインなどへの配慮がなされているか。


	(8)男女平等や障害をもつ人への配慮など，人権を尊重した取り扱いをしています。また，特別支援教育や色覚の特性など支援を必要とする子どもたちだけでなく，すべての子どもたちが学習を進める上で有効な取り組みを行っています。
	●男女の役割分担などの既成概念を排除するなど，素材や場面の選定においては，人権面や社会的な性差別を助長することのないように配慮しました。

●すべての文を読みやすい位置で改行したり，他の箇所と区別できるように問題文やまとめを囲んだりしました。

●原則として色調の違いによって区別させる問題や場面は避けるようにしました。必要に応じて色や形を変えるなど，見やすい紙面になるようにしました。→本冊子36

	(9)学校現場におけるＩＣＴ環境を利用した学習ができるように配慮されているか。
	(9)社会環境の進展や変化に対応できるように，プログラミングやコンピュータを活用した学習が可能となるように配慮しています。
	●Scratch（スクラッチ）を用いて，正多角形をかくプログラムを考える場面を，コンパスなどを用いて作図する場面に続けて取り上げました。また，巻末では，Scratchの使い方も解説しました。＠５下61-63，160-161

●日本文教出版のホームページに「教科書デジタルコンテンツ」のサイトを設けました（コンテンツが用意されている箇所には●●を付けています）。そこには，アニメーションなど，デジタル教材を用いることで，より効果的な学習が実現できる内容を用意しました。＠１上59／２下18／３上70／４下121／５上17／６年80 ほか
●より効果的な学習のために，デジタル教科書やデジタル教材も販売する予定です。→本冊子40-41

	(10)子どもたちの学習評価に関する配慮がなされているか。
	(10)単元末の練習問題などでは，観点別評価を視野に入れた提示を行っています。また，子どもたちに自己評価を促すような工夫をしています。
	●《たしかめポイント》では，各問題にねらいを入れ，評価を視野に入れた構成にしました。＠全学年
●《たしかめポイント》では，各問題にフィードバックページを示したり，巻末《算数マイトライ》では解答を示したりして，子どもたちに自己評価を促す工夫を行いました。＠全学年（《算数マイトライ》は２年以降）


３　構成・配列

	観点
	特色
	具体例

	(1) 単元の構成・配列は，各領域の特色に応じた内容が考慮され，領域間の関連や学年間の円滑な接続が図られているか。
	(1) 各学年の領域の系統と特色，子どもの発達の段階を考慮して内容を配列しています。また，反復練習を要する内容は，早期に配列して，その学年内で確実に定着するようにしています。
	●今後の学習につながる素地的内容が多い低学年は，単元を分散的に構成し，同じ内容が長い期間続かないようにしました。また，内容が領域間で関連深くなる高学年は，学習の効果や効率を考慮し，関連する内容をまとめた配列にしました。＠たし算とひき算（２年）／整数の性質と分数のたし算・ひき算（５年）

●各学年で習熟に時間を要する内容は，できるだけ早期に学習するような配列にしました。＠わり算（３・４年）
●単元前には《次の学習のために》を設け，既習事項を確認してから新しい学習が始められるようにしました。

	観点
	特色
	具体例

	(2) 本文の問題，練習問題の程度や分量は適切か。
	(2) 本文の問題や練習問題は，子どもの発達の段階を考慮して，基礎的・基本的なものに重点を置くようにしています。また，練習や復習などの問題は，理解を定着・習熟させるのに必要な分量になっています。

	●各学年で重要な基礎的・基本的な内容に十分なページ数を取り，時間をかけて定着させられるようにしました。
●「直後の練習」や単元末《たしかめポイント》の問題は，「本編（単元）の問題」と同程度の内容で構成し，本編の学習だけでは解けないような難易度の高いものは取り扱わないようにしました。＠全学年
●巻末《しっかりチェック》は，「本編の問題」や「直後の練習」を補完するような内容にしました。これらの問題は，個人や学級の状況に応じて，授業や家庭学習のいずれでも取り組めるようにしました。＠２年以降

	(3)基礎・基本の定着や維持の機会が適切に設けられているか。


	(3) 基礎的・基本的な知識や技能については，単元の導入前に既習事項を振り返ったり，単元末に確認の機会を設けたり，単元間に適宜復習の機会を設けたりして，既習事項の定着や維持を図っています。また，子どもたちのつまずきへの対応を図るための工夫を行っています。


	●新しい単元に入る前に，これから学習する内容のもとになる既習事項を確認する《次の学習のために》を設けました。ここでは，単なる知識や技能を確認するだけではなく，学習の根底となる考え方も振り返ることができるようにしました。＠全学年
●各単元では，「直後の練習」，《わかっているかな？》《たしかめポイント》のように層を重ね，つまずきの発見や能力の深化が図れるようにしました。＠全学年
●単元末に《わかっているかな？》を設け，子どもがつまずきやすい内容について学び直しの機会を設けました。さらに，《まちがいやすい問題》として，全国学力・学習状況調査や各地域での学力調査において通過率の低い問題を重点的に取り上げ，子どもたちが苦手とする内容への対応が図れるようにしました。＠２年以降
●単元間に《復習》，学年の終わりに《学年のまとめ》，巻末に《しっかりチェック》を設け，基礎的・基本的な内容を確実に定着させられるようにしました。

	(4) 子ども一人ひとりの個性を伸ばすことや，習熟の程度に応じた学習ができるように配慮されているか。


	(4) 個に応じ，個を生かした学びができるような構成を工夫しています。算数が得意でもっと勉強したい子どもへの対応はもちろん，学習の遅れがちな子どもにとっても，学習に取り組みやすいようなていねいな展開となるように配慮しています。
	●２年以降の巻末《算数マイトライ》では，子どもの実態に応じて柔軟に取り扱いができるような問題を集めました。
●《しっかりチェック》は，各時間に取り組んだ問題の類題，《ぐっとチャレンジ》は，単元の学習をふまえ，見方・考え方を広げ深める応用的な内容や学習指導要領に示されていない発展的な内容，《もっとジャンプ》は，活用や探究につながる課題解決の喜びが感じられるような内容で構成しました。

●６年下巻《マテマランドの探検》は，テーマ毎にまとめられた話題から，個人やグループの興味・関心に応じて課題を選択しながら学習が進められるようにしました。

	(5)教科書全体の分量と確保できる指導時数は，合理的で均衡がとれているか。


	(5) 標準指導時数で，余裕を持って学習できる分量で構成しています。単元は，原則，導入は２ページ１時間，展開は１ページ１時間の指導時数をあて，無理なく学習が進められるようにしています。
	●学習指導要領で示された標準時数の範囲内でゆとりをもって指導できるような分量で構成し，各学年とも年間10～18時間程度の予備時間を設け，学習内容の定着と維持が十分に図られるように配慮しました。

●質・量ともに充実した教科書を目指し，２年以降の巻末には『算数マイトライ』を設けました。本編の学習をふまえた選択内容で，個に応じた個を生かす学習に取り組むことが可能となるようにしました。

	(6)教科書を有効に活用するため，体裁や構成は創意・工夫がなされているか。
	(6) 子どもたちの目線に立って，効果的な学習ができるような体裁や構成になっています。


	●教科書の判型はＢ５判にしました。５年までの教科書は，内容の質・量の充実に伴うページ数の増加による子どもの重量負担を軽減するために２分冊にしました。
●１年の教科書は２分冊構成とし，保・幼・小連携の観点から学校生活などの身近な話題を題材にした上巻と，２年以降の問題解決的な学習を意識できるようにした下巻の構成としました。

	(7) 素材はどの地域にも適し，子どもの生活経験や興味・関心について配慮されているか。
	(7) 素材は，子どもの生活や経験の中から，興味・関心の深いものを取り上げるようにしています。
	●素材の選定にあたっては，特定の地域に偏って取り上げることがないように配慮するとともに，季節感や子どもの日常生活での経験を重視した素材や場面を取り上げるようにしました。　　　　　　

	観点
	特色
	具体例

	(8)教科書のレイアウトやイラストは，子どもたちの親しみやすさや発達の段階に配慮され，学習意欲を高めるような工夫がなされているか。


	(8) 表紙を含むレイアウトやイラストは子どもが親しみのもてるものにし，随所に美しいカラー写真を配し，子どもたちの関心を高め，親しみやすく効率的な学習指導が図れるように努めています。
	●各学年に登場する子どもキャラクターは学年単位で描き分け，１年間の成長を１つの世界観で表現するようにしました。

●作業や体験などの活動を促す場面は，その内容がイメージしやすいように，子どもたちが実際に活動している写真を多く用いるようにしました。

●巻末に設けた切り取り用の図形やパーツなどにはミシン目を入れ，時間の効率化が図れるようにしました。

	(9)「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し，学校（授業）と家庭（自学）の両方の場面で，教科書を有効に使用できる工夫がなされているか。


	(9)学校でも家庭でも，教科書を有効に活用でき，しかも子どもたちに学習習慣が確立されるような構成にしています。


	●２年以降の上・下巻頭に《教科書の使い方》を設け，教科書で使われているマークの意味や各コーナーの設定意図などを保護者にもわかるように解説しました。

●単元前の《次の学習のために》，巻末の《しっかりチェック》は，子どもの実態に応じて柔軟に取り扱い，家庭学習においても有効に利用できるようにしました。

　＠全学年（《しっかりチェック》は２年以降）


４　正確性及び表記・表現

	観点
	特色
	具体例

	(1) 算数の特色を十分に生かした表現になっているか。
	(1) 算数独自の用語や記号はもちろん，数式，図表なども正確で簡潔な表記や表現にして，より進んだ数学的な考え方や処理の仕方を導き出しやすいようにしています。
	●学習指導要領に掲げられた用語や，学習を進める上で必要な数学用語や説明については，本文と書体を変えて表記し，理解が十分図られるようにしました。

●ことばの式，式，数直線図などをうまく組み合わせて，計算の仕方を導き出させ，計算の意味が理解しやすいようにしました。また，これらの内容は，《よみとろう あらわそう》で系統的に整理しました。

	(2) 表記や表現は，子どもの発達の段階に適合しているか。


	(2) 算数独自の簡潔な表記や表現を保ちながら，平易で親しみがもてるように工夫しています。また，漢字は当該学年で学習するものにふりがなをつけて用いています。
	●誤解やあいまいな理解を与えないように，解説や説明は，ていねいさと正確さに注意し，イラストや図などによって的確に理解できるように配慮しました。

●漢字は，国語科の学習との関連を重視し，原則，当該学年までの配当漢字を用いました。ただし，当該学年の漢字は見開きごとにふりがなをつけて，読みの抵抗が少なくなるようにしました。

	(3) 資料は効果的で，子どもの思考を促すように工夫されているか。
	(3) 資料は，本文の情景や関係が具体的に捉えられるような関連の深いものを選定し，本文の問題場面を明確に把握・理解できるようにしています。
	●子どもたち自身の問題として調査し，資料を作成して考察するという実践的な力や態度を培うことができるような，身近で興味深い資料を取り上げました。

●統計資料は，算数科のねらいと他教科との関連を図りながら学習効果を高めるために，正確でできるだけ新しいものを用いるようにしました。


５　造本

	観点
	特色
	具体例

	(1)文字の大きさ，行間，字間は適切であるか。
	(1) 文字の大きさ，字間，行間は，子どもの発達の段階などに合わせて，読みやすく，見やすくなるように配慮しています。
	●文字組はできるだけ行間をあけて，ゆったりと読みやすくしました。また，字体は教科書体を用い，重要語句などのゴシック体や書き文字書体も教科書用の字形にして，国語科の学習と齟齬が生じないようにしました。

	(2)装丁は魅力があり，紙質，製本は長期間の使用に耐えるようにできているか。
	(2) 装丁や製本は，長期間の使用にも耐え得る堅牢な造りにしています。
	●表紙は，耐水性や堅牢性を考慮して，従来より工夫された表面加工を施し，破損しにくいようにしました。その際，化学物質に過敏な子どもに少しでもやさしいものになるように配慮しました。
●折込は本文より紙質を厚くして，堅牢性に配慮した造りとなるようにしました。

	(3) 印刷や造本で，環境・健康への配慮はなされているか。
	(3) 本文用紙は紙質を保ちつつ軽量化した再生紙を使用しています。また，印刷は植物性インクを使用しています。
	●本文用紙は，子どもの負担をできるだけ軽減するため，通常よりも軽くて裏写りの少ない用紙を使用しました。

　また，身体的な負担の大きい１年の教科書は２分冊構成に変更して，さらに子どもへの負担を軽減しました。

●印刷は植物性インクを使用し，環境や人体への影響が少なくなるようにしました。
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